
【取組内容】 子どもに委ねる「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を支える授業デザイン
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子どもに委ねる授業を支える要は、授業デザインである。魅力ある学習課題・対話のある学び・そしてふり返りが骨子である。本校では、
この３点に重点をおいた単元内自由進度学習（マイプラン学習）の実践を重ねている。子どもたちは、「学習の手引き」や「単元ミッショ
ン」に明示された明確な学習過程に沿って、学習課題の解決に向け、自分のめあて、学習内容・方法・時間を子ども自身が決め、各教科等の
見方・考え方を働かせながら学んでいく。わかるまで何度もくりかえすなど自分のペースで必要に応じて友達と対話しながら学ぶ。教師がそ
の学びに至るまでの授業デザインをどう充実させるかがKEYとなる。また、学習方略においては、「精緻化方略」と「体制化方略」の観点か
ら子どもの学びを見取ることと、「メタ認知方略」としてふり返りを形成的に評価していくことを重点をおき指導している。
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成果物、まとめや発表、全体交流自分の考えをアウトプットし、友達
の考えを聞き、新たな気づきとなる
相互作用による学習の深まり
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「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現のために、単元別に「学習の手引き」と「ルーブリック」を作成することが多い。これらが
あることにより、子どもたちが各教科等の見方・考え方を働かせ課題解決に向かい、自己の学びを内容知と方法知の観点からふり返られる。
これらの形式は、学校で統一するのではなく、各先生の自由度の中で工夫し様々な形で作成している。教師自身の試行錯誤により、より学
習効果がある物を作成し、実践した結果や手応えなどを教師間で情報交換し、さらに工夫改善して作成している。
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